
◆
ジ
ュ
ー
ン
・
ブ
ラ
イ
ド(

六
月
の
花
嫁)

の

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
今
月
四
組
の
結
婚

式
へ
出
席
。
ま
た
六
月
は
各
種
団
体
・
市

の
関
係
す
る
企
業
の
総
会
、
役
員
会
の
ラ

ッ
シ
ュ
。
必
ず
挨
拶
の
役
割
が
あ
る
。「
ま

る
で
総
会
屋
」
と
自
嘲
し
な
が
ら
駆
け
回

る
。
そ
れ
に
議
会
開
会
の
月
で
も
あ
り
、

年
中
で
最
も
忙
し
い
月
か
も
知
れ
ぬ
。

◆
夏
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
始
ま
る
。

同
じ
日
に
朝
は
都
市
対
抗
野
球
秋
田
県
予

選
で
の
始
球
式
、
午
後
は
全
県
高
校
総
体

の
開
会
式
。
高
一
の
時
、
新
聞
部
員
と
し

て
昭
和
三
十
年
、
高
校
総
体
の
体
操
競
技

の
取
材
の
た
め
初
め
て
秋
田
北
高
に
行
き
、

優
勝
者
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

◆
全
国
市
長
会
、
稲
門(

早
大
卒)

市
長
会
、

日
ロ
沿
岸
市
長
会
、
日
朝
友
好
貿
易
促
進

日
本
海
沿
岸
都
市
会
議
な
ど
朝
か
ら
会
議

の
連
続
。
こ
の
間
を
縫
っ
て
中
央
省
庁
に

要
望
活
動
と
、
上
京
す
る
と
秋
田
に
居
る

時
よ
り
も
多
忙
。

◆
武
道
館
で
小
渕
前
総
理
の
葬
儀
に
参
列
。

参
会
者
に
渡
さ
れ
た
小
冊
子
に
は
、
に
こ

や
か
な
顔
写
真
と
と
も
に
「
求
明
不
見
暗
」

と
い
う
揮
ご
う
が
刷
り
こ
ま
れ
て
い
た
。

「
根
暗
に
な
ら
ず
、
明
る
く
い
こ
う
」
と
い

う
意
味
か
。
今
と
な
っ
て
は
な
つ
か
し
く
、

貴
重
な
お
人
柄
だ
っ
た
。
合
掌
。

◆
天
気
に
恵
ま
れ
、
恒
例
の
千
秋
公
園
で

の
「
千
秋
茶
会
」。
袴
を
穿は

い
て
石
州
流
は

じ
め
各
流
派
の
席
で
お
茶
を
い
た
だ
く
。

参
加
の
市
民
も
四
千
人
以
上
と
の
こ
と
。

六
月
の
緑
に
は
和
服
の
美
人
が
よ
く
映
え

る
。
こ
の
種
の
茶
会
は
今
で
は
仙
台
は
じ

め
各
地
で
開
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

秋
田
は
比
較
的
早
い
方
と
の
こ
と
。
文
字

通
り
「
忙
中
閑
」。

◆
日
本
病
院
学
会
が
二
日
間
開
催
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
経
法
大
短
期
大
学
部
の
田

中
玲
子
先
生
が
秋
田
市
の
救
急
医
療
体
制

は
日
本
一
と
報
告
。
夜
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ

ー
で
も
こ
の
こ
と
が
話
題
と
な
り
、
各
地

の
病
院
関
係
者
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
、
鼻

高
々
の
気
分
。
救
命
講
習
会
に
参
加
さ
れ

た
市
民
の
活
動
と
医
療
関
係
者
、
救
急
救
命

士
を
中
心
と
し
た
消
防
の
職
員
達
に
感
謝
。

◆
仁
井
田
の
「
秋
田
大
蕗
ま
つ
り
」
に
参

加
。
飛
び
入
り
で
稲
刈
り
鎌
で
蕗
刈
り
。

鎌
な
ど
を
持
つ
の
は
中
学
生
の
時
、
実
家

の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
の
作
業
を
し
て
以
来

四
十
数
年
ぶ
り
か
。
地
元
婦
人
会
や
老
人

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、
創
作
の
仁

井
田
音
頭
や
踊
り
の
披
露
も
あ
り
、
地
域

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ば
三
回
目
を
迎
え
た

「
ヤ
ー
ト
セ
秋
田
祭
り
」
も
今
年
は
旧
産
業

会
館
跡
地
と
通
町
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
。

札
幌
か
ら
出
演
の
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、

年
々
盛
大
に
な
る
模
様
。

七
月
は
土
崎
、
八
月
は
竿
燈
、
雄
物
川

花
火
大
会
と
、
季
節
は
夏
祭
り
へ
。

◆
今
月
の
収
穫
。
賀
川
豊
彦
氏
の
「
秋
田

美
人
論
」。
偶
然
の
こ
と
か
ら
昭
和
五
年(

一

九
三
○)

十
月
五
日
、
六
日
の
魁
新
報
に
、

来
秋
さ
れ
た
賀
川
豊
彦
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
記
事
を
見
る
。
タ
イ
ト
ル
は
「
秋
田
美

人
は
日
本
一
と
思
う
。
上
下
」。

賀
川
豊
彦
氏
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
の

社
会
労
働
・
農
民
・
生
協
運
動
家
で
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
「
死
線
を
越
え
て
」
な
ど
の

小
説
も
あ
る
。
氏
は
魁
新
報
の
記
者
の
質

問
に
答
え
て
秋
田
美
人
＝
混
血
型
と
し
た

う
え
で
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
僕
は
日
本
の
各
地
を
巡
回
し
た
経
験

に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
秋
田
美

人
と
沖
縄
美
人
を
現
代
美
人
の
最
高
標
準

に
置
く
こ
と
を
躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょ

し
な
い
も
の
で
す
。

も
し
僕
に
、
秋
田
の
各
小
学
校
児
童
の
写

真
を
二
、
三
百
枚
貸
し
て
い
た
だ
け
る
な

ら
ば
、
メ
ン
デ
ル
の
法
則
に
従
っ
て
科
学

的
に
こ
れ
を
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
」。

社
会
運
動
家
と
美
人
論
の
取
り
合
わ
せ
が
妙
。

山
王
内
外
案
内

あ
の
ひ
と
、こ
の
ひ
と
。

出
来
事
い
ろ
い
ろ
…
。

二
〇
〇
〇
年
六
月

市長●石川錬治郎

●
六
月
は
「
総
会
屋
」に
一
時
変
身
？

●
秋
田
市
の
救
命
活
動
・
社
会
復
帰
率
は
日
本
一
と
の
折
り
紙

●
ユ
ニ
ー
ク
な
「
秋
田
美
人
論
」
を
発
見

市長ホットライン７月18日(火)午前10時～11時
（0120）681・815フリーダイヤル
地域の課題や市の将来に向けた建設的なご意見、ご提
言を、広く市民のみなさまからお聴きいたします。
お気軽にお電話ください。
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